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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第133期
第３四半期
連結累計期間

第134期
第３四半期
連結累計期間

第133期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （百万円） 1,606,250 1,722,957 2,243,794

経常利益 （百万円） 72,643 98,687 111,109

四半期（当期）純利益 （百万円） 24,553 47,218 36,977

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 148,654 170,059 155,580

純資産額 （百万円） 914,172 1,077,773 934,506

総資産額 （百万円） 2,823,891 3,076,836 2,788,507

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 15.02 28.89 22.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 14.78 28.79 22.56

自己資本比率 （％） 22.1 24.4 23.1
 

 

回次
第133期
第３四半期
連結会計期間

第134期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.40 15.07
 

(注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載をして

いない。

２ 売上高には、消費税等は含まれていない。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および関係会社266社）が営む事業の内容について、重

要な変更はない。また、主な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はない。

　なお、重要事象等は存在していない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３ 【財政状態及び経営成績の状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものである。

 
(1) 業績の状況

当社グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同四半期連結累計期間（以下、「前年同四半

期」）に比べ1,167億円増加し、１兆7,230億円となった。損益面では、営業利益は前年同四半期並みの714億円と

なった。経常利益は987億円、四半期純利益は472億円となり、それぞれ前年同四半期を上回った。

当第３四半期連結累計期間のセグメント別の業績の概況は、次のとおりである。

 
（基礎化学）

メタアクリルは出荷の増加や市況の上昇により販売が増加した。アルミニウムも市況の上昇により販売が増加し

た。一方、合成繊維原料は市況の低迷が続き、出荷も減少した。また、円安による在外子会社の邦貨換算差の影響

もあった。この結果、売上高は前年同四半期に比べ、252億円増加し2,304億円となったが、営業損益は前年同四半

期に比べ50億円改善したものの、25億円の損失となった。

 
（石油化学）

　海外子会社において合成樹脂の出荷が増加したほか、石油化学品や合成樹脂の市況も高止まりした。また、円安

による在外子会社の邦貨換算差の影響もあった。この結果、売上高は前年同四半期に比べ、438億円増加し6,152億

円となり、営業利益は前年同四半期に比べ、40億円増加し95億円となった。

 
（情報電子化学）

液晶ディスプレイ材料である偏光フィルムの販売価格は下落したが、需要の増加により出荷は増加した。タッチ

センサーパネルも販売価格は下落したが、生産能力増強により出荷は増加した。また、円安による在外子会社の邦

貨換算差の影響もあった。この結果、売上高は前年同四半期に比べ、247億円増加し2,982億円となった。一方、販

売価格下落の影響により、営業利益は前年同四半期に比べ、54億円減少し238億円となった。

 
（健康・農業関連事業）

メチオニン（飼料添加物）は市況の回復や出荷増加により販売が増加した。農薬は消費税増税の影響により国内

出荷が減少したが、海外では拡販により出荷が増加した。更に、円安による影響もあり、この結果、売上高は前年

同四半期に比べ、238億円増加し2,310億円となり、営業利益は前年同四半期に比べ、82億円増加し228億円となっ

た。
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（医薬品）

北米では、独占販売期間の終了により、ルネスタ（催眠鎮静剤）の出荷が大きく減少したが、ラツーダ（非定型

抗精神病薬）の出荷が大幅に拡大した。中国ではメロペン（カルバペネム系抗生物質製剤）の出荷が順調に拡大し

た。一方、国内では薬価改定や後発品の影響により販売が大きく減少した。この結果、売上高は前年同四半期に比

べ、48億円減少し3,031億円となり、営業利益は前年同四半期に比べ、116億円減少し276億円となった。

 
（その他）

上記５部門以外に、電力・蒸気の供給、化学産業設備の設計・工事監督、運送・倉庫業務、物性分析・環境分析

等を行っている。これらの売上高は前年同四半期に比べ、40億円増加し450億円となり、営業利益は前年同四半期に

比べ、２億円減少し50億円となった。

 
(2)  財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ2,883億円増加し３兆768億円となった。在外子

会社および関連会社の換算レートが前連結会計年度末に比べ円安となったことに加え、ラービグ第２期計画に係る

立替金が増加したことが主な要因である。

負債は、前連結会計年度末に比べ1,451億円増加し１兆9,991億円となった。有利子負債（短期借入金、１年内償

還予定の社債、コマーシャル・ペーパー、社債および長期借入金の合計でリース債務を除く）が前連結会計年度末

に比べ1,723億円増加し、１兆2,469億円となった。一方で、支払手形及び買掛金が減少した。

純資産（少数株主持分を含む）は、為替換算調整勘定等のその他の包括利益累計額や利益剰余金の増加により、

前連結会計年度末に比べ1,433億円増加し１兆778億円となった。自己資本比率は前連結会計年度末に比べて1.3ポイ

ント上昇し、24.4％となった。

 
(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 
(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,029億円である。

また、当第３四半期連結累計期間における、当社グループの研究開発活動の状況の変更の内容は、次のとおりで

ある。

 
（医薬品)

当社子会社である大日本住友製薬株式会社が、再生・細胞医薬事業の研究拠点として神戸医療産業都市において

開設に向けた準備を進めていた「神戸再生・細胞医薬センター」については、昨年４月に開設し、稼働した。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,000,000,000

計 5,000,000,000
 

 
②　【発行済株式】

 

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融

商品取引業協会名
内容

普通株式 1,655,446,177 1,655,446,177
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株
である。

計 1,655,446,177 1,655,446,177 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

（千株）

発行済株式

総数残高

（千株）

資本金増減額

（百万円）

資本金残高

 （百万円）

資本準備金

増減額

（百万円）

資本準備金

残高

(百万円)

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 1,655,446 － 89,699 －  23,695

 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、平成26年12月31日現在の株主を確認していない

ため、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしている。

 

① 【発行済株式】

    平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 20,030,000

（相互保有株式）  

　普通株式 1,035,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,627,543,000 1,627,543 －

単元未満株式 普通株式 6,838,177 － －

発行済株式総数  1,655,446,177 － －

総株主の議決権  － 1,627,543 －
 

(注) 「単元未満株式」の欄には、自己保有株式および相互保有株式が次のとおり含まれている。

 住友化学株式会社 99株  

 繁和産業株式会社 500株  

 日泉化学株式会社 848株  
 

 
② 【自己株式等】

    平成26年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

住友化学株式会社
東京都中央区新川
二丁目27番１号

20,030,000 － 20,030,000 1.21

（相互保有株式）      

繁和産業株式会社
大阪市中央区平野町
二丁目５番８号

775,000 － 775,000 0.05

日泉化学株式会社
愛媛県新居浜市西原町
二丁目４番34号

110,000 － 110,000 0.01

エスカーボシート株式会社
新潟県三条市南四日町
四丁目８番６号１

100,000 － 100,000 0.01

協友アグリ株式会社
東京都中央区日本橋小網町
６番１号

50,000 － 50,000 0.00

計 ― 21,065,000 － 21,065,000 1.27
 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

 

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 82,792 130,559

  受取手形及び売掛金 448,415 ※２  432,090

  有価証券 81,953 117,242

  商品及び製品 318,620 350,175

  仕掛品 12,982 18,125

  原材料及び貯蔵品 97,848 105,510

  その他 201,481 ※２  304,068

  貸倒引当金 △1,564 △1,869

  流動資産合計 1,242,527 1,455,900

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 252,727 255,915

   機械装置及び運搬具（純額） 299,327 288,403

   その他（純額） 170,786 182,632

   有形固定資産合計 722,840 726,950

  無形固定資産   

   のれん 86,813 94,855

   その他 108,547 118,869

   無形固定資産合計 195,360 213,724

  投資その他の資産   

   投資有価証券 450,094 494,807

   退職給付に係る資産 58,645 55,166

   その他 119,949 131,432

   貸倒引当金 △908 △1,143

   投資その他の資産合計 627,780 680,262

  固定資産合計 1,545,980 1,620,936

 資産合計 2,788,507 3,076,836
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 296,072 ※２  280,363

  短期借入金 238,007 348,129

  1年内償還予定の社債 45,000 50,000

  コマーシャル・ペーパー 60,000 127,000

  未払法人税等 18,540 9,556

  売上割戻引当金 26,421 35,328

  その他の引当金 42,421 31,039

  その他 222,753 ※２  205,407

  流動負債合計 949,214 1,086,822

 固定負債   

  社債 352,000 332,000

  長期借入金 379,591 389,749

  その他の引当金 20,603 21,122

  退職給付に係る負債 31,065 34,308

  その他 121,528 135,062

  固定負債合計 904,787 912,241

 負債合計 1,854,001 1,999,063

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 89,699 89,699

  資本剰余金 23,695 23,695

  利益剰余金 444,671 472,542

  自己株式 △8,816 △8,849

  株主資本合計 549,249 577,087

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 78,604 88,563

  繰延ヘッジ損益 △358 △224

  土地再評価差額金 4,130 4,130

  為替換算調整勘定 △1,420 72,468

  退職給付に係る調整累計額 13,092 8,864

  その他の包括利益累計額合計 94,048 173,801

 少数株主持分 291,209 326,885

 純資産合計 934,506 1,077,773

負債純資産合計 2,788,507 3,076,836
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 1,606,250 1,722,957

売上原価 1,173,425 1,271,978

売上総利益 432,825 450,979

販売費及び一般管理費 361,664 379,619

営業利益 71,161 71,360

営業外収益   

 受取利息 1,362 1,811

 受取配当金 4,347 8,342

 持分法による投資利益 － 20,011

 為替差益 6,154 8,191

 雑収入 6,542 7,039

 営業外収益合計 18,405 45,394

営業外費用   

 支払利息 9,594 10,202

 コマーシャル・ペーパー利息 83 63

 持分法による投資損失 440 －

 雑損失 6,806 7,802

 営業外費用合計 16,923 18,067

経常利益 72,643 98,687

特別利益   

 固定資産売却益 2,054 16,235

 投資有価証券売却益 3,251 3,728

 受取損害賠償金 － 1,711

 負ののれん発生益 1,740 －

 条件付取得対価に係る公正価値の変動額 1,068 －

 特別利益合計 8,113 21,674

特別損失   

 事業構造改善費用 9,023 15,254

 減損損失 7,666 5,128

 投資有価証券評価損 985 －

 特別損失合計 17,674 20,382

税金等調整前四半期純利益 63,082 99,979

法人税等 23,593 36,382

少数株主損益調整前四半期純利益 39,489 63,597

少数株主利益 14,936 16,379

四半期純利益 24,553 47,218
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 39,489 63,597

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 20,988 12,724

 繰延ヘッジ損益 △350 △100

 為替換算調整勘定 68,885 86,977

 退職給付に係る調整額 － △4,403

 持分法適用会社に対する持分相当額 19,642 11,264

 その他の包括利益合計 109,165 106,462

四半期包括利益 148,654 170,059

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 114,218 126,990

 少数株主に係る四半期包括利益 34,436 43,069
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定

の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見

込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更した。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減している。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が505百万円増加し、退職給付に係る資産が

4,833百万円、利益剰余金が3,636百万円減少している。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微である。

また、セグメント情報への影響は軽微であるため、記載を省略している。
 

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日)

税金費用の計算 一部の連結子会社では、税金費用については、当第３四半期連結会計期間

を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法によっている。
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(四半期連結貸借対照表関係)

  １  偶発債務

(1) 債務保証

連結会社以外の会社等の金融機関等からの借入債務に対して、次のとおり債務保証を行っている。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

 オー・エル・エス(有) －百万円 2,558百万円

 シェブロン フィリップス シンガポール
 ケミカルズ(プライベート)リミテッド

－ 551 

  従業員(住宅資金) 314 280 

  その他 528 213 

  計 842 3,602 
 

 

 (2) 債権流動化に伴う買戻し義務額

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

 4,968百万円 5,670百万円
 

 

※２  四半期連結会計期間末日満期手形および期日現金決済（手形と同条件で手形期日に現金決済する方式）の会計処

理については、満期日に決済が行われたものとして処理している。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機

関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等を満期日に決済が行われたものとして処理してい

る。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形及び売掛金 － 11,115百万円

支払手形及び買掛金 －  14,293  

流動資産「その他」（未収入金） －  283  

流動負債「その他」

－

 

400

 

（未払金、未払費用、設備関係支払手形）   
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりである。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年12月31日)

減価償却費 79,095百万円 79,136百万円

のれんの償却額  5,447  5,681  
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 9,813 6.00 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はない。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月12日
取締役会

普通株式 4,906 3.00 平成26年３月31日 平成26年６月３日 利益剰余金

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 9,812 6.00 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 

報告セグメント
その他
(注1)

調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注3)

基礎化学 石油化学
情報電子
化学

健康・農業
関連事業

医薬品 計

売上高          

  外部顧客への売
上高

205,209 571,424 273,529 207,178 307,938 1,565,278 40,972 － 1,606,250

  セグメント間の
内部売上高又は
振替高

10,764 5,699 2,882 1,824 － 21,169 37,706 △58,875 －

計 215,973 577,123 276,411 209,002 307,938 1,586,447 78,678 △58,875 1,606,250

セグメント利益
又は損失（△）

△7,475 5,415 29,189 14,653 39,208 80,990 5,255 △15,084 71,161
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務および物性分析・環境分析業務等を含んでいる。

２　セグメント利益又は損失の調整額△15,084百万円には、セグメント間取引消去366百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△15,450百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い全社共通研究費等である。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　石油化学セグメントにおいて、製造・販売業務終了を決定した当社子会社の一部の事業用資産について回収可能性

を評価し、減損損失1,804百万円を計上している。

　医薬品セグメントにおいて、将来の収益性がないと判断した有形固定資産および仕掛研究開発について回収可能性

を評価し、それぞれ364百万円および4,238百万円を減損損失に計上している。

 

（重要な負ののれん発生益）

　石油化学セグメントにおいて、当社の連結子会社を完全子会社化したことに伴い、負ののれん発生益1,108百万円を

計上している。

 

 

EDINET提出書類

住友化学株式会社(E00752)

四半期報告書

15/19



 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 

報告セグメント
その他
(注1)

調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注3)

基礎化学 石油化学
情報電子
化学

健康・農業
関連事業

医薬品 計

売上高          

  外部顧客への売
上高

230,429 615,208 298,247 230,965 303,094 1,677,943 45,014 － 1,722,957

  セグメント間の
内部売上高又は
振替高

10,247 7,083 3,471 3,478 5 24,284 35,129 △59,413 －

計 240,676 622,291 301,718 234,443 303,099 1,702,227 80,143 △59,413 1,722,957

セグメント利益
又は損失（△）

△2,521 9,458 23,766 22,836 27,581 81,120 5,031 △14,791 71,360
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務および物性分析・環境分析業務等を含んでいる。

２　セグメント利益又は損失の調整額△14,791百万円には、セグメント間取引消去６百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△14,797百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

全社共通研究費等である。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

医薬品セグメントにおいて、生産拠点の再編により閉鎖予定の工場の有形固定資産等について回収可能性を評価

し、5,128百万円を減損損失に計上している。

 

EDINET提出書類

住友化学株式会社(E00752)

四半期報告書

16/19



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりである。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 15.02円 28.89円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額 (百万円) 24,553 47,218

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 24,553 47,218

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,634,569 1,634,450

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14.78円 28.79円

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(百万円) △391 △159

(うち持分法適用関連会社の潜在株式による調整額) (△391) (△159)

普通株式増加数(千株) － －

 
希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要
 

－ －

 

 
 

２ 【その他】

（第134期中間配当）

平成26年10月31日開催の取締役会において、第134期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当に

関し、次のとおり決議した。

①中間配当金の総額                                               9,812百万円

②１株当たりの中間配当金                                            ６円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日                      平成26年12月２日

EDINET提出書類

住友化学株式会社(E00752)

四半期報告書

17/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年２月13日

住友化学株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   髙　　波　　博　　之   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　野　　友　　之   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   川　　瀬　　洋　　人   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住友化学株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住友化学株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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